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認知症になっても安心して暮らせる社会を 
 

月刊 ＰＯＬＥ－ＰＯＬＥ（スワヒリ語） 

 

 

 

 

 

 

認知症の人と家族の会  理念 

認知症になったとしても、介護する側になったとしても、 

人としての尊厳が守られ日々の暮らしが安穏に続けられなければならない。 

認知症の人と家族の会は、ともに励ましあい助け合って、 

人として実りある人生を送るとともに、 

認知症になっても安心して暮らせる社会の実現を希求する。 
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巻
頭
言 

９
月
21
日
は 

 
 
 
 
 
 

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
（
認
知
症
の
日
） 

 

猛
暑
の
中
、
今
年
も
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
（
認
知
症
）

月
間
を
迎
え
ま
す
。 

今
年
は
、 

●
９
月
21
日 

記
念
講
演
会
「
認
知
症
の
人
と
家
族

を
支
え
る
支
援
と
は
」
を
開
催
し
ま
す
。
荒
井
浩
道

先
生
の
講
演
に
加
え
て
、
世
話
人
が
「
模
擬
つ
ど
い
」

に
挑
戦
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

●
９
月
21
日
夜
に
は
、
本
部
主
催
の
Live
！
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
中
継
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
県
庁
昭
和
庁
舎
前
か
ら
参
加
し
ま
す
。 

●
９
月
６
日 

伊
勢
崎
市
や
他
の
団
体
と
の
共
催
で
、

市
民
公
開
講
座
『
み
ん
な
で
考
え
よ
う
「
も
の
物
忘

れ
」
を
開
催
し
ま
す
。
（
６
月
28
日
に
前
橋
市
で
開

催
し
ご
好
評
い
た
だ
い
た
講
座
の
伊
勢
崎
版
で
す
。
） 

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
提
供
し
、
認
知
症

関
連
資
料
、
書
籍
等
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
開
設
を
働
き

掛
け
て
ゆ
き
ま
す
。 

ま
た
、
お
近
く
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
資
料
コ
ー
ナ

ー
開
設
な
ど
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
「
わ
た
ぼ
う
し
」
の
誌
面
で
ご
紹

介
し
ま
す
。 
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・「
認
知
症
の
人
と
と
も
に
あ
る
家
族
の
権
利
宣
言 
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わ
が
家
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認
知
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ケ
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手
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渡
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顧
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俊
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こ
れ
か
ら
の
予
定 

●
9
月
13
日
（
土
）
伊
勢
崎
つ
ど
い 

 
 

10
時
～
12
時 

伊
勢
崎
市
文
化
会
館 

●
9
月
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日
（
日
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渋
川
つ
ど
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時
～
12
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渋
川
市
中
央
公
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●
9
月
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ど
い 

 
 

10
時
～
12
時 

館
林
市
中
部
公
民
館 

●
9
月
28
日
（
日
）
県
央
つ
ど
い 

 
 

10
時
～
12
時 

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

７
階 

701
会
議
室 

  

電
話
相
談 

◎
群
馬
県
支
部
（
群
馬
県
か
ら
の
委
託
事
業
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認
知
症
の
人
と
家
族
の
た
め
の
電
話
相
談 
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FAX：027-289-2741 にてお申し込みください 

◎参加申込み FAX：027-327-1711 

伊勢崎市・RUN伴ぐんま実行委員会他の皆様との共催 



（ ３

） 

「ぽ～れぽ～れ」通巻 541号付録 2025年 8月 25日発行  

 

（３） 
 



（４） 「ぽ～れぽ～れ」通巻 541 号付録 2025年 8 月 25 日発行  

 

 

渡
辺
俊
之
の
〈
わ
が
家
の
認
知
症
ケ
ア
手
帳
〉
63 

 

ロ
ボ
ッ
ト
や
AI 

広
が
る
活
用 

 
 
 
 
 

渡
辺
医
院
院
長
（
精
神
科
医
、
当
会
顧
問
） 

渡
辺
俊
之 

 

 

 

   

前
回
、
認
知
症
の
人
の
１
人
暮
ら
し
の
限

界
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が
、
読
者
の
Ｔ
さ

ん
か
ら
「
も
っ
と
工
夫
が
で
き
ま
す
よ
」
と

最
新
の
ア
イ
デ
ア
を
頂
き
ま
し
た
。
１
人
暮

ら
し
の
80
代
の
認
知
症
の
母
親
を
介
護
し

て
い
る
Ｔ
さ
ん
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
介
護
に
役

立
て
て
い
る
と
言
い
ま
す
。 

実
際
、施
設
で
も
活
用
が
始
ま
っ
て
い
て
、

話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
傾
聴
ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
で
仕
事
が
効
率
化
し
、
職
員
の
ス
ト

レ
ス
が
減
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

傾
聴
ロ
ボ
ッ
ト
は
認
知
症
の
人
と
会
話
が
で

き
ま
す
。「
お
名
前
は
」「
○
○
で
す
」「
良
い

名
前
で
す
ね
」
と
や
り
と
り
し
た
り
、「
お
薬

の
時
間
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
り
し
ま

す
。
以
前
、
動
物
が
認
知
症
に
与
え
る
効
果

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ペ
ッ
ト
型
の

ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
る
施
設
も
あ
る
よ

う
で
す
。 

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
動
作
確
認
の

ア
プ
リ
を
入
れ
て
お
く
と
、
１
人
暮
ら
し
の 

認
知
症
の
親
の
情
報
を
送
っ
て
く
れ
、
状
態 

  

     

を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
。「
居
室
人
感
セ
ン
サ
ー
」と
い
っ
て
、

家
の
中
で
の
動
き
、
ベ
ッ
ド
で
の
様
子
、
熱

中
症
な
ど
の
危
険
度
な
ど
を
ス
マ
ホ
に
報
告

し
て
く
れ
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
情
報
を
近

く
に
住
む
介
護
ス
タ
ッ
フ
や
近
隣
住
民
な
ど

に
伝
え
れ
ば
、
緊
急
の
対
応
が
で
き
ま
す
。 

Ｔ
さ
ん
は
遠
隔
操
作
で
き
る
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
と
居
室
人
感
セ
ン
サ
ー
を
用
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
組
み
合
わ
せ
て
１
人
暮
ら
し
の

母
親
の
ケ
ア
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
先
端

技
術
を
持
っ
た
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
ロ
ボ
ッ

ト
や
人
工
知
能
（
AI
）
を
活
用
し
超
高
齢
社

会
で
の
介
護
を
発
展
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

         

  

 

こ
の
「
権
利
宣
言
」
は
数
回
の
意
見
交

換
会
で
の
議
論
を
経
て
６
月
の
総
会
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
肯
定
的
な
意
見
が
あ
っ

た
一
方
で
、
な
ぜ
今
「
家
族
」
の
権
利
を

強
調
す
る
の
か
、
疑
問
を
呈
す
る
意
見
も

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
も
、
私
は

「
家
族
の
会
」
が
、
今
こ
の
宣
言
を
発
し

た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
語
ら
れ
る

と
き
、「
家
族
」
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
最

近
少
な
い
よ
う
に
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

「
新
し
い
認
知
症
観
」
も
提
唱
さ
れ
、

確
か
に
認
知
症
を
巡
る
環
境
は
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
家
族
が

抱
く
や
る
せ
な
さ
、
切
な
さ
は
十
分
に
拾

い
き
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
群
馬
県
支

部
で
は
そ
こ
に
焦
点
を
当
て
て
今
年
度
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
ま
し
た
。 

        

   

ま
た
、
制
度
全
体
と
し
て
充
実
の
方
向

に
向
か
う
こ
と
に
よ
り
安
心
を
提
供
す
る

べ
き
介
護
保
険
制
度
も
、
負
担
増
・
給
付

削
減
を
推
し
と
ど
め
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い

の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。 

「
家
族
の
権
利
宣
言
」
で
は
、
前
文
で
、

認
知
症
基
本
法
に
よ
り
、
本
人
・
家
族
双

方
へ
の
支
援
が
充
実
す
る
と
期
待
し
な
が

ら
、
一
方
で
、
支
援
の
現
状
は
、「
両
輪
と

な
る
べ
き
家
族
へ
の
支
援
は
、
本
人
支
援

と
は
大
き
な
隔
た
り
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

総
会
と
い
う
公
式
の
場
で
、「
家
族
」
の

視
点
を
改
め
て
共
有
で
き
た
こ
と
を
私
は

高
く
評
価
し
て
い
る
一
人
で
す
。 

〈

編 

集 

後 

記
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ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
な
ん
と
か
皆
さ
ん
に
送
ろ
う
と
思
案

の
結
果
、
会
報
誌
面
に
刷
り
込
む
と
い
う
方

法
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
し
か
し
届
い
た
本

部
会
報
が
同
じ
手
法
を
使
っ
て
お
り
、
取
り

止
め
ま
し
た
。 
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部
井
康
夫
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「
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